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はじめに

この半世紀にわたり我が国を含む先進各国は開発途上国の経済社会開発を支援し、乳幼児

死亡率の半減、平均寿命の 20 年にわたる伸長、初等教育未就学率の半減など全体としては

大きな成果を収めてきました。しかしながら、爆発的な人口の急増により、現在世界 60 億

人のうちの 12 億の人々がいまだ 1日 1ドル以下の困窮の生活を余儀なくされています。

21 世紀に入っても、貧困、紛争、難民、環境破壊、感染症の蔓延など開発途上国を取り

巻く課題は多く、国際社会全体の繁栄と安定にとって、途上国の国造りを支援する政府開発

援助（ODA）はその役割を減じていません。

国際協力事業団（JICA）は我が国 ODAの主要な実施機関として「人造り、国造り、心

のふれあい」をモットーに、開発途上国・地域に対する技術協力を中心とした様々な国際協

力活動を約 40 年間にわたって実施してきており、この JICA が担っている「人から人へ」

の技術協力は国際社会において「顔の見える援助」としてますます重要になりつつあります。

他方、我が国では長引く経済低滞を背景に、ODAに対する世論も厳しくなり、結果を重

視した効率的なODAの実施と、それを客観的に評価し公表することが強く求められてきて

います。このような情勢の下で、我が国においてはODAにも効率的な行財政運営のツール

として行政評価が義務づけられることとなり、事業の実施前にその必要性を審査する「事前

評価」が導入されることとなりました。このような状況も踏まえつつ、JICA では本年度か

ら「事業事前評価」を導入するとともに、評価ガイドラインを改訂し、評価結果のフィード

バック体制を強化するなど、一層の効果的・効率的な事業の実施に向けて評価システムの拡

充・強化に取り組んでいます。

本報告書は、今回で 7 回目の発行となり、1999 年度に実施されたすべての評価調査の結

果を掲載しています。各評価調査の実施に際しては多数の外部の方々に協力していただき

ました。ここに改めて感謝を申し上げます。

本報告書を通じ、JICA の事業と事業評価について皆様のご理解がさらに深まることを期

待しております。また、本報告書について皆様のご示唆、ご意見をいただければ幸いです。

2001 年 12 月

国際協力事業団

理事　高島　有終
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